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　母校には、以前窯業工学科がありました。50 年以上前の話しです。私が入学した時には既
に改組されており、学科名が無機材工学科になっていたと記憶しています。
　「せともの」に代表される、窯業の盛んな地で、その産業分野を支えるためにできた学科だっ
たと思います。
　「せともの」の由来である瀬戸焼は平安時代中期には始まっていたと言われており、特に現
在の瀬戸市付近では、釉薬を使った陶器が鎌倉時代から盛んに作られていたようです。意匠、
デザインに優れた陶器だったと言うことでしょうか。
　話は変わりますが、先般、岐阜のとある陶芸家と話す機会がありました。
　その陶芸家は、モダンでデザイン性の高い陶器（食器や酒器）を手作業で作る傍ら、工業
製品化した品質の良い食器や酒器も工場生産していること、当面はこの二本柱で事業を進め
ていることを教えてくれました。“陶器の良さを知って貰うこと” と “飯を食っていくこと” の両
立を図るということであれば、事業を行う上で彼にとっては必要な戦略だと理解しました。
　陶器＝セラミックスという面で捉えれば、「意匠・デザイン」、「品質」、「プライス」それぞれ
が重要と言うことでしょうか。

　これが “セラミックス” から進化した “ファインセラミックスは？” となると、「機能」という
ことがさらに重要視されるのだと思います。

　さて、ファインセラミックセンター（JFCC）は 1985 年設立であり、ちょうど私が大学生活
を謳歌？している最中に設立されたセラミックスの試験研究機関です。
　1970 年代から1980 年代に向け、窯業からファインセラミックスに技術が進化し、その持
ちうる機能を産業に活発に活用する機運が高まっていた、遷移の時期だったのだと思います。
　振り返ると、大学時代を謳歌？した後、私は、現在の会社に研究者として入社しました。入
社後間もなく、JFCC とも一緒に研究開発に携わる機会を得ました。具体的にはファインセラ
ミックス製のガス分離膜の研究開発などをご一緒していたと記憶しています。当時はミクロの
世界のガス分離の制御をどのように行うかで四苦八苦していました。
　先般、JFCC の施設を見学させて頂き、高度な電子顕微鏡など、以前のミクロの世界か
ら、現在はナノの世界に、原子一つ一つが見え、機能発現の因子が分析できるまで技術レベ
ルが向上してきていることに感銘を受けました。そして、ファイセラミックスの機能向上のため、
この世界はより高度に進化していることを実感しました。
　日本の経済は、これまで “失われた 30 年” ということも言われて来てはいますが、技術的
にはファインセラミックスの分野をはじめ、着実に進歩している分野は幾つもあります。それ
らを起爆剤に、更に日本を、そしてこの地域を楽しく、元気にできると良いと思います。

ファインセラミックスと進化
中部電力株式会社

技術開発本部長　CTO　CSO
野田　英智
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運営方針

　ファインセラミックスセンターは、科学の根源である真理を常に追究し、自らの夢と思いを実現しつつ、産業への応用を通じて、社会に貢献してい
くことを目指す姿とし、「研究開発事業（先端技術育成研究、政府等受託研究）」と「民間受託・共同開発事業および試験評価受託・施設機器貸出事業」
を車の両輪とし、ファインセラミックスを主とした材料の研究開発を行う。
　そして、世の中の動向・社会ニーズと財団設立以来培ってきた技術力を踏まえて設定、動向を見据え見直しを行っている「戦略技術領域」に重点を
おいて研究を推進するとともに、将来の新たな基盤技術確立・新材料創生につながる技術領域の育成に取り組んでいく。
　本年度は、財団設立 40 周年を迎え、かつ第７次中長期経営計画の最終年度でもある節目の年であり、本計画の達成を図るとともに、財団としてこ
れからも持続的に事業を継続し更なる発展への足掛かりとするために、次の中長期、さらにその先の事業及び収益構造のあり方等について検討し第
8 次中長期経営計画を立案する。
　また、昨今グリーンイノベーションを推進する次世代マテリアルに対する研究開発への期待・ニーズは高度化、多様化しており、JFCC が有する電子
顕微鏡による微構造解析技術、高精度性能予測を可能とする計算科学技術、最先端の試験評価技術などを活かし、インフォマティクスやＡＩ技術を
駆使したデータサイエンスの展開により戦略的・計画的かつスピード感を持って研究開発に取り組む必要がある。
　項目毎には次のように実施する。

2025 年度　事業方針

Ⅰ．公益事業

１．研究開発事業
　政府等受託研究については、政府が進める地球規模での持続的成長のための目標であるＳＤＧｓ、カーボンニュートラル（CN）およびサーキュラー
エコノミー（CE）の実現、デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進、近年の経済安全保障政策並びに第 6 期科学技術・イノベーション基本計
画と次期計画などの科学技術政策の動向を踏まえ、従来以上に社会・市場ニーズを明確に捉えた先進的かつ独創的なシーズ技術・研究開発に加えて、
スピード感を持った取り組みが要求されてきている。本年度も、JFCC が強みをもつ戦略技術領域において独創的研究を育成するとともに科学技術の
振興や産業応用・社会貢献を意識した政府プロジェクトにおいてシーズ技術に関する研究開発に取り組む。また、新たな政府プロジェクトに積極的
に提案することにより、研究開発を通じた一層の日本経済社会発展への貢献に努めていく。
　また、研究で得られた成果を通じて材料評価技術の開発、標準化の推進に反映するとともに研究成果発表会・学会活動などを通じて広く公開・普
及することにより世の中への浸透を図る。

（１）先端技術育成研究
　最先端の研究動向に応じて見直しを行っている戦略技術領域について、研究・技術開発の中長期的な展望のもと、JFCC の独自予算により研究課
題に取り組む。さらには、新規政府受託・民間受託への発展、日本の産業界への貢献を念頭に置き、科研費などとの相乗効果により JFCC 独自の技
術シーズを育成し、成果の財産化を図る。研究者の夢を抱かせ組織の活性化と、破壊的イノベーションをもたらす前人未踏の研究シーズに着目し、技
術の成熟度に応じた Dream テーマ、新領域開拓テーマ等の 4 カテゴリーについて柔軟に推進を図り独創的発想の強化を図る。

（２）政府等受託研究
　政府及び関係機関が推進する地球規模での持続的成長のための国際目標であるＳＤＧｓ、CN、CE の実現、経済安全保障、DX の推進に貢献する
マテリアルイノベーションの観点で、研究・技術開発で着実に成果をあげる。さらに、次期科学技術・イノベーション基本計画の策定に向けた科学技
術政策動向、エネルギー基本計画などの政策目的とその推進制度の特徴を的確に捉え、JFCC が強みを持つ戦略技術領域に狙いを定め、併せて多様
かつ高度化・複合化する産業界のニーズを踏まえ積極的に提案する。また、来年度以降の本格プロジェクト獲得に向けて、プロジェクトの初期形成段
階から企画立案を推進するなど提案活動を展開する。公募へ積極的に提案し一件でも多く新規案件を獲得することにより、18.50 億円（科学研究費
補助金を含む）の受託獲得を目標とする。このうち、得意分野のさらなる研究力アップと受託研究につながる科学研究費補助金については引き続き
積極的に取り組み、1.50 億円の獲得を目指す。

（３）材料の試験評価方法の開発
　産業界のニーズを踏まえ、セラミックスとその周辺技術に係わる機械的特性、熱的特性、電磁気的特性、安心・安全に関わる特性及び製造プロセ
スに係わる諸特性の評価法を開発する。

（４）標準化事業の推進
　日本のものづくり産業の基礎を幅広く横断的に確立することを目的とした標準化事業として、JIS、ISO 等に係わる日本ファインセラミックス協会

（JFCA）、日本セラミックス協会（CSJ）、日本産業標準調査会（JISC）等の専門機関・調査機関が組織する規格化・標準化関係委員会などの委員とし
て標準化を推進する。

（５）ＪＦＣＣ研究成果発表会の開催、成果集の作成
　研究活動の成果を広く公開・普及するため、「JFCC 研究成果発表会」を 2025 年 7 月に名古屋に加え東京との２カ所で開催するとともに研究成果集
を作成し配付する。

２．研究技術普及啓発事業
　JFCC の研究成果・技術を幅広く普及啓発し、科学技術学術の振興を図るとともに産業応用・社会貢献のために定期刊行物である JFCC ニュースを
発行し、先端技術セミナー等の開催や関連研究機関との合同講演会を継続実施し、積極的かつタイムリーにプレス発表を行う。

３．中小企業技術支援事業
　経済産業省の成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech 事業）をはじめとする中小企業向け各種研究開発制度等を活用して共同研究を推進す
る。また、技術相談に対応して問題解決を行うとともに、中部地区を中心とした大学、公設試および事業支援機関等で構成されワンストップサービス
の提供を行う「中部イノベネット関連事業」に参加し、研究シーズなどの情報提供、知的財産の活用、技術支援および人的交流を行う。加えて、各地
域の経済産業局、自治体等との情報交換等により、全国的なレベルで中小企業の技術向上や人材育成を図る。
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運営方針

１．民間受託・共同開発事業
　民間受託・共同開発事業は、JFCC の研究開発力により直接企業ニーズに応える重要な事業と位置付け積極的に推進する。民間企業においてグロー
バル規模で社会課題に迅速対応が求められる事業環境において、企業単独で取り組むことができないイノベーションを推進するための要素技術や基
礎・先導的研究開発ニーズを、受託活動を通じて積極的に発掘する。この際、先端技術育成研究や政府受託研究等によって培ってきた高度な研究開発力、
最先端の研究設備やオープンラボ制度を活用した人材育成力を融合させるとともに、材料設計・プロセス・評価解析まで一機関でできる JFCC の総合
力を活かし、CN、CE など高度化する様々な民間企業のニーズに解決策を提供する。
　さらに、民間企業の社会実装に向け、知的財産権を確保し的確な情報管理のもとで未来志向の解決策を提供することにより、新規顧客、継続顧
客ともに持続的かつ拡大志向での良好な関係の構築を目指す。
　2025 年度は年間収入 2.05 億円の受託獲得を目標とする。

２．試験評価受託・施設機器貸出事業
　試験評価受託・施設機器貸出事業は、設立以来 40 年にわたり JFCC に蓄積した技術・ノウハウ・多種多様な設備を用いて、委託元からの要望に直
接対応するとともに、民間受託・共同開発に発展し、研究開発やものづくりに貢献する重要なものと位置付ける。近年、JFCC の持続的な発展と資金
の好循環を支える経営基盤の主軸の一つとして試験評価受託の需要が増しており、他機関に比較優位性がある評価技術、プロセス技術等の総合力を
活かし、施設機器貸出事業とあわせて拡大志向の事業展開を図る。
　2025 年度は年間収入 4.55 億円を目標とする。

３．広告・宣伝事業
　受託研究、試験評価機器利用のきっかけとして重要度が高いホームページについて動画の活用等、その内容の拡充を行うとともに、ユーザーが必
要とする情報がわかりやすく伝わるよう随時更新する。また、タイムリーな情報発信手段として、メールマガジンを活用する。高機能セラミックス展
-CERAMIC JAPAN- への出展の増強を通じて普及啓発を図るとともに、来訪者・見学者へのアピールとして展示ホールの JFCC 展示物の充実を図り、
これらを通じて民間受託、試験評価受託等の新規顧客の獲得につなげる。

４．標準物質頒布事業
　産業界において生産管理に広く活用されている共通熱履歴センサー（リファサーモ）を主体に頒布する。広告宣伝事業等を通じたＰＲ活動とともに
関係機関との連携を深め、1.78 億円の収入を目指す。

４．国際交流事業
　国際学会活動や海外の機関・研究者との各種交流を通じて相互研鑽を図り、JFCC の国際的知名度とプレゼンスを高めるとともに、JFCC の研究成
果とシーズ技術をグローバルに展開する観点から民間企業との連携のもとに国際実証研究制度の活用などの提案を行う。

Ⅲ．支出等計画

１．人事計画
　将来にわたり継続的な発展を遂げるため、バランスの取れた人員構成を考慮しつつ、基盤技術として担保・強化すべき研究・試験評価分野の人材確保、
戦略技術領域強化及び高度化する情報システムや管理事務等の強化の観点から計画的に採用を行う。
　さらに、安全と健康の確保を大前提としつつ、個々人が最大限に能力発揮できる職場環境の整備を図るとともに、高度化する事業管理・推進能力
に的確に対応するための職員研修・人材育成により組織総合力の向上に取り組む。

２．設備計画
　研究力・技術力の向上に資する基盤的研究設備並びに戦略技術領域の研究設備は、JFCC の独自予算によるほか、大型・先端的研究設備について
は政府委託費の活用を積極的にすすめる。
　また、新規購入・更新、および建物・情報通信等インフラ設備の老朽化更新を進めるとともに設備の履歴管理・計画的な保全により、できるだけ
余寿命を延ばすことに努める。
　情報通信・業務管理システムについては、業務進捗管理・効率化のためのプログラム改修を継続するとともに、研究機関として情報セキュリティに
最大限対応したシステムの検討・改善を行う。

３．支出管理
　事業費については、事業種毎の経費率計画に基づく予算執行を行うとともに、日常業務における節約活動を徹底することで職員全体の原価意識を
高め、利益率の改善を図る。
　管理費については、経常経費の精査をすすめ、合理化・効率化などによる一層の削減を検討することにより、引続き費用の抑制に努める。

４．収支差
　事業収入については、昨年度の実績と今後の見通し及び JFCC の組織的な対応力を考慮した実現可能でかつ高い目標を設定して実現を目指す。支出
については、中長期視点での研究・技術力の持続的な発展とそれを支える基盤としての正味財産の形成という観点を踏まえた上で、スリムな経営体質
を維持し新たな研究シーズの創出に向けた資金投入や、人材確保・設備増強への投資および知財確保に向けた適切な資産運用を行い、管理費削減に
継続的に取り組むことにより、収支ベースでの黒字化を図る。

Ⅱ．収益事業
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　12 月 16 日（月）にインド工科大学グワハティ校（IITG）の学生 6 名、マレー
シア国民大学（UKM）の学生 2 名が、「2024 年度ウインタースクール」の
一環で、IITG の教員 1 名、岐阜大学の教員 2 名の引率のもと、JFCC を訪問
し、最新の研究成果を聴講後、研究施設を見学されました。

　12 月 20 日（金） に、横浜国立大学　大学院環境情報研究院　多々見・飯
島研究室の教員、学生の皆さん 35 名が JFCC を訪問されました。
　JFCC の概要説明の後、セラミックス製造設備、非破壊検査装置、透過型
電子顕微鏡などをご見学いただきました。

　 1 月 22 日（水） に、名古屋市立大高中学校 1 年生の生徒 6 名の皆さんが、
職場見学に JFCC を訪問されました。
　セラミックス、ファインセラミックスに関する説明のあと、展示ホールの
様々なファインセラミックス製品、透過電子顕微鏡やセラミックス製造装置
など研究設備を見学いただき、また研究員の仕事の魅力や大変なところなど
の質問に回答しました。

岐阜大学「2024 年度ウインタースクール」 の皆さんが JFCC を訪問されました

横浜国立大学　大学院環境情報研究院　多々見・飯島研究室の皆さんが
JFCC を訪問されました

名古屋市立大高中学校 1 年生の皆さんが職場見学に JFCC を訪問されました

　第 37 回理事会を以下のとおり開催し、承認されました。

　日　時　2025 年 3 月 18 日（火）13：25 ～ 14：55
　議　事　[ 報告事項 ]　2024 年度事業進捗状況及び決算見通しについて
　　　　　[ 議決事項 ]　第１号議案　2025 年度事業計画及び予算の承認
　　　　　　　　　　　  について
　　　　　[ 研究紹介 ]　「機械学習を援用した先進遮熱コーティング
　　　　　　　　　　　  システムの設計と創成」

第 37 回 理事会の開催

事業報告

トピックス
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エアポケット

国際会議 ICACC2025 参加報告　～米国・フロリダ州デイトナビーチ～
材料技術研究所　先進プロセス設計グループ　上級研究員　植松　昌子

ポスター会場入口デイトナビーチ

　2025 年 1 月 26 ～ 31 日に、49th International Conference and Exposition on Advanced Ceramics and Composites 
(ICACC2025) に参加してきました。ICACC は、American Ceramic Society 主催の、セラミックス材料に関する大規模な国
際会議です。毎年 1 月頃、フロリダ州デイトナビーチのヒルトンホテルを会場に開催されており、世界中から約 1000 人
の研究者が集まります。日本からの参加者も多く、JFCC 内でも参加経験のある方が多い学会だと思います。

　今年は残念ながら、 JFCC からの参加者は私のみでした。JFCC に入所してから初めての海外出張で、久しぶりの海外、
しかも参加されたことのある方は、口をそろえて「デイトナは遠くて移動が辛い」とコメントされる上、アメリカに着いて
からの移動が夜間や早朝になる予定だったので、正直なところ、一人で会場にたどり着けるか心配していました。確かに
遠かったですが、幸い大きなトラブルもなく、アトランタ経由で無事にデイトナに到着しました。デイトナビーチは明るく、
少し懐かしいアメリカの雰囲気を残した、のどかな場所でした。日本の 5 月くらいの気候に感じました。

　今回は、産業総合研究所の福島学先生にお声がけを頂きまして、多孔体のセッション (SYMPOSIUM 9/ POROUS 
CERAMICS: NOVEL DEVELOPMENTS AND APPLICATIONS）での招待講演を行いました。内容は、共焦点蛍光顕微鏡を
用いて、フィルター用途のセラミックスの多孔体を、サブミクロンの解像度で 3 次元構造観察した結果についての報告です。
質疑も含めて問題なく発表を終えましたが、誤算だったのは、同多孔体のセッションの参加者に３D 積層造形の研究者が
多かったことで、聴衆の興味がサブミクロンの気孔構造よりも、例えばハニカム構造セラミックスのような、構造材として
の多孔質体の作製プロセスにありそうだった点です。３D 積層造形については、他に専門のセッション（SYMPOSIUM 18/ 
9TH INTERNATIONAL SYMPOSIUM ON ADDITIVE MANUFACTURING AND 3D PRINTING TECHNOLOGIES ）が設置され
ていましたが、多孔体やシミュレーションのような他のセッションでも、しばしば発表が見受けられました。アメリカ航空
宇宙局 (NASA) の研究グループの、月の砂などを素材に想定して積層造形を検討した発表などは、夢があって面白かった
です。３D 積層造形法は、航空宇宙機の部品の試作には向いているそうで、デイトナビーチはケネディ宇宙センターに近
いため、3D 積層造形の発表が多く感じられたのは、場所柄もあるのかもしれません。

　会期中は、会場の内外で、見知った先生方や、新しく出会った皆様との交流を楽しみました。発表を聴講する以外にも、
一緒に食事に行ったり、ビーチを散策したりという、オンラインでは得難い貴重な経験をさせて頂きました。また国外の
様子を知ることの大切さを実感しましたので、今後も積極的に海外学会に参加していきたいと思います。本出張に関しま
して、ご招待くださいました福島先生と、準備にご尽力頂きました JFCC 事務局の皆様、ならびに不在の間ご迷惑をおか
けしましたグループの皆様に、深くお礼申し上げます。
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触媒の未来を拓く! 原子レベルで見えた「並び」の秘密
～ピコメータースケールで解明された表面構造が新材料開発を加速～

【概要】
　水素社会実現へ向け、酸素と水素の反応を電気に変える固体高分子形燃料電池 *1 を使った電気自動車が実用化され、今後、さら
なる普及が望まれています。固体高分子形燃料電池では電気を取り出す際に水が出るだけの環境に優しい電池です。一方、酸素と水
素を効率よく反応させるためには高価なプラチナを触媒 *2 に用いる必要があります。プラチナの使用量を少なくするため他の金属と
混合したプラチナ合金粒子の開発が行われてきました。そして、プラチナとコバルトが周期的に並んだ合金をプラチナで薄く覆うと非
常に優れた触媒性能を示すことが知られています。一方、なぜ触媒性能が向上するのかは明確には分かっていませんでした。
　本研究では酸素と水素の反応が粒子表面で行われることに着目しました。走査透過電子顕微鏡法 *3 という原子の並びを見ることが
できる方法を独自に発展させ、表面原子の並びをピコメートル精度で計測する手法を確立し観察を行いました。1 ピコメートルは 1 ナ
ノメートルの千分の一、つまり 0.001 ナノメートル（0.000000000001 メートル）と非常に小さな値です。この計測手法により、プ
ラチナとコバルトが周期的に並んだ合金の表面では、プラチナが均等に並んでいるのではなく、プラチナ同士が非対称な結びつきで
並んでいることが分かりました。このプラチナの並びを理論計算によりシミュレーションすると、酸素と水素の反応に適した原子の並
びであることが分かりました。わずかな原子の並びの変化が触媒性能に大きく影響を与えることを直接観察と理論計算から明らかにす
ることに成功しました。
　この成果をもとに、水素社会実現へ向け、表面をピコメートルスケールで制御した新たな触媒の開発へつながることが期待されます。
　本成果は、2025 年 1 月 16 日（US 時間）に米国化学学会「ACS Nano」に掲載されました。

図 1 プラチナコバルト合金粒子表面の電子顕微鏡観察

　本研究は国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解
決型産学官連携研究開発事業 JPNP20003」、JSPS 科研費（JP21K18196、JP22H04914）、文部科学省データ創出・活用型マテ
リアル研究開発プロジェクト事業 JPMXP1122683430、また一部は JSPS 科研費（JP22KJ3209、JP23H00241、JP23K13553、
JP23K13567）の助成を受けて行われたものである。

論文情報
　本成果は、2025 年 1 月 16 日（US 時間）に米国化学学会「ACS Nano」に掲載されました。
著者：Shunsuke Kobayashi, Yuki Omori, Kei Nakayama, Kousuke Ooe, Hsin-Hui Huang, Akihide Kuwabara
タイトル：Asymmetric Atomic Coordination of Platinum Skin Layer on Intermetallic Platinum–Cobalt Particles
掲載誌：ACS Nano (2025)
DOI：10.1021/acsnano.4c13291

用語説明
*1  固体高分子形燃料電池
　酸素と水素を反応させて電気を発生させる電池で、電解質に高分子膜を用いている。電気自動車の動力源として実用化されて
いる。

*2  触媒
　化学反応を促進する物質であり自身は反応後も変化しない。固体高分子型燃料電池の電極に用いられる。

*3  走査透過電子顕微鏡法
　0.1 nm 以下にまで収束した電子プローブを試料に照射・走査し、原子による散乱を利用して原子像を取得する電子顕微鏡法

プレスリリース
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の動きJFCC

2025 年 3 月 31 日付
　出向元復帰
　　研究企画部　業務グループ　グループ長　
　　兼　材料技術研究所　主席研究員　				    山本　昌弘（日本ガイシ株式会社）

　　ナノ構造研究所　電子顕微鏡基盤グループ　上級研究員　	 中村　泰輔（ノリタケ株式会社）

2025 年 4 月 1 日付
　職員採用
　　事務局  総務グループ　担当者　				    伊東　輝

出向受入
　研究企画部　業務グループ　グループ長　
　兼　材料技術研究所　主席研究員　				    伊奈　弘善（日本ガイシ株式会社）

　材料技術研究所　先進プロセス設計グループ　上級研究員　	 野村　進（ノリタケ株式会社）

人の動き

事業案内

ファインセラミックスセンター設立 40 周年のご挨拶

　当財団は、本年 5 月 7 日をもって、設立 40 周年を迎えます。これもひとえに皆様方のご指導とご支援の賜物であると
深く感謝申し上げる次第です。
　今後も所員一同、一層の努力を行っていき、ファインセラミックス産業の発展に寄与していく所存でございます。引き
続きご支援ご愛顧を賜りますよう、お願い申し上げます。

○公益財団法⼈風⼾研究奨励会
　国際会議発表渡航助成
　受賞日　　2025 年 11 月 29 日
　受賞者　　佐々木　祐聖
　受賞題目　Electron holography observation of potential
　　　　　　distribution changes inside organic 
　　　　　　light-emitting diodes before and after 
　　　　　　voltage-induced degradation

○公益財団法⼈風⼾研究奨励会
　風⼾研究奨励賞
　受賞日　　2025 年 3 月 1 日
　受賞者　　仲山　啓
　受賞題目　蓄電池充放電反応ダイナミクスの原子レベル解析

○公益財団法人永井科学技術財団
　研究奨励金
　受賞日　　2025 年 3 月 4 日
　受賞者　　町田　慎悟
　受賞題目　繊維状マイクロプラスチックの捕捉に向けた
　　　　　　ガラスビーズ・ミルドファイバ複合フィルタの
　　　　　　構造設計

表　彰

○公益財団法人永井科学技術財団
　研究奨励金
　受賞日　　2025 年 3 月 4 日
　受賞者　　横江　大作
　受賞題目　HR-EBSD 法を用いた単結晶材料の
　　　　　　加工影響層精密定量評価法の確立

○公益財団法人永井科学技術財団
　研究奨励金
　受賞日　　2025 年 3 月 4 日
　受賞者　　黃　馨慧
　受賞題目　走査透過電子顕微鏡法による電子線に
　　　　　　弱い素形材の欠陥構造解析技術

○公益社団法人電気化学会
　進歩賞（佐野賞）
　受賞日　　2025 年 3 月 18 日
　受賞者　　野村　優貴
　受賞題目　全固体 Li イオン電池の
　　　　　　オペランド透過電子顕微鏡法の開発
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CERAMIC JAPAN【大阪展】に協賛、出展します
　JFCC は企業の皆様に新たなイノベーションを提案いたすべく、「CERAMIC JAPAN（大阪展）」に協賛、ならびに、出展
いたします。詳しくは主催団体が掲載する HP をご確認ください。

 ● 開催日時：　	 2025 年 5 月 14 日（水）～ 16 日（金）
 ● 開催会場：　	インテックス大阪（大阪府大阪市）
 ● 主催： 	 RX Japan 株式会社
 ● 共催：　	 一般社団法人日本ファインセラミックス協会

武田先端知ビル

丸の内線・大江戸線
本郷三丁目

南北線
東大前

千代田線
根津

山手線
上野

至東京

本
郷
通
り 東京大学

ＪＦＣＣニュース第１４３号　　発行日　２０２5 年４月１日
　　　　　　　　　　　　　　　発行所　一般財団法人ファインセラミックスセンター　 〒 456-8587　名古屋市熱田区六野二丁目 4 番 1 号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（052）871-3500（代）　ホームページアドレス　https://www.jfcc.or.jp

第 16 回ＪＦＣＣ先端技術セミナーのご案内
　5 月 22 日（木）に第 16 回目の「JFCC 先端技術セミナー」をオンラインで開催いたします。 今回は、「独創的研究で
社会変革に対応　ーマテリアル新時代へー」と題して、JFCC における当該分野での最先端の研究開発の取り組みとして
以下の 2 件を紹介いたします。皆さまのご参加をお待ちしております。詳細につきましては、JFCC のホームページ、メー
ルマガジンでご案内いたします。

１）均一孔を有する高気孔率多孔体の合成－多孔質粒子の応用－          （材料技術研究所　特任主席研究員　高橋 誠治）
２）機械学習による透過電子顕微鏡像の鮮明化と超高速観察への応用           （ナノ構造研究所　主任研究員　穴田 智史）

事業案内

モード学園

大名古屋ビルディング

ミッドランド
スクエア

名鉄
近鉄

中村署

至金山

J
R
名
古
屋
駅

愛知県産業労働センター
ウインクあいち

東京会場 7月18日（金） 12:00～17:00名古屋会場 7月11日（金） 12:00～17:00
愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4-38
愛知県産業労働センター ウインクあいち

「2F大ホール、5F小ホール」

東京都文京区弥生2丁目11-16
東京大学 武田先端知ビル5F 「武田ホール」

　2025 年度 JFCC 研究成果発表会を下記の通り、名古屋、東京の 2 会場で開催いたします。
　今年度は、「独創的研究で社会変革に対応 ～マテリアル新時代へ～」をテーマに、口頭発表・ポスターセッションにより、
研究成果をご紹介いたします。今年も多くの皆さまのご参加をお待ちしております。
　詳細につきましては、5 月頃、JFCC のホームページやメールマガジン等でお知らせいたします。

第 36 回 2025 年度 JFCC 研究成果発表会のご案内

交通のご案内
JR･ 地下鉄 ･ 名鉄 ･ 近鉄「名古屋駅」下車徒歩約 2 分

交通のご案内
地下鉄　千代田線「根津駅」下車 1 番出口徒歩 5 分
南北線「東大前駅」下車 1 番出口徒歩 10 分
　　　　丸の内・大江戸線「本郷三丁目駅」下車徒歩 25 分


